
は じ め に

われわれのスコットランド研究の目標は，今日までそれぞれバラバラな研究対象とされて

いた，経済のグローバル化と市場統合，生活文化などの伝統的文化遺産と〝スコットランド

人"のアイデンティティ形成と維持および再評価・復興の運動，分権化・独立運動および地

域社会再生運動などを総合的にとり扱うことである。

この研究の目的は，スコットランド地域の再生を通じて，一般的な地域社会再生論を構築

することにある。われわれがスコットランド地域を選択したのは，第一に，「グレートブリテ

ン」の周辺地域であること，第二に，グローバル化の時代にスコットランド人としてのアイ

デンティティを形成し，「グレートブリテン」からの分権化・独立運動を繰り広げている地域

であることにある。スコットランドにおける地域再生戦略の基礎を与えているのは，スコッ

トランド人の芸術・文化・思想，衣食住に関わる生活文化遺産である。その価値の再評価と

復興を通じて〝スコットランド人"（スコットランド地域）としてのアイデンティティを形成・

醸成する運動に発展させ，この運動と密接に関連してスコットランドの分権化・独立と地域
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社会再生の運動（スコットランドの「ブランド化」）が創り上げられている。歴史的に〝スコッ

トランド人"（スコットランド地域）としてのアイデンティティがどのように形成・維持され，

そのアイデンティティと分権化・独立運動が現在のグローバル化とどのように結びついてい

るのか，アイデンティティと地域再生がどのように関係しているのか，さらに再生運動を通

じてどのような新しい生活様式や地域社会形成の理念・思想が生まれたのかを探求するのが

われわれの課題である。

本稿では，「スコットランドに見る伝統的文化遺産（再評価の動向）と地域再生戦略」（札

幌学院大学「研究促進奨励金」の研究課題）を継続・発展させる研究である。本稿は，第一

にスコットランドの文化遺産視察と並行的に進められる地域再生プロジェクトの見学，第二

に文献・資料からの解読・分析を発展・継承させた論考である。第一の点に関しては，スコッ

トランドHIE（Highlands and Islands Enterprise）での聞き取り調査と地域再生プロジェ

クトの見学を行い，HIEの目標ならびに戦略，その戦略の遂行方法などについて理解を深め

ることができた。HIEへの発展経緯ならびにその戦略に関する詳細な説明については，第２

章「スコットランドにおけるローカル・ナショナリズムの興隆と地域再生戦略―スコットラ

ンドにおけるグローカリズムの動向―」の第３節を参照して戴きたい。HIEは，スコットラ

ンドの地域社会再生でスコットランドに住む人々を最大資産とし，コミュニティを強くする

こと，技術を開発すること，事業を成長させること，グローバルな関係を保つことを目標に，

持続的に発展する地域社会の形成を目指している。またHIEは，そのビジョンとして，20年

後に50万人を超え（2005年の人口は44万人），さらに２万におよぶ質のよいジョブを創出し，

その間に10～15％の所得水準の上昇を達成し，スコットランドを世界のショー・ウインドー

にすることを掲げ，スコットランド議会，HIE，地域社会と協力している 。

第二の点に関する発展継承の試みについては，第１章「スコットランド人の国民性とその

アイデンティティ―中世スコットランドの窓から―」を参考にして戴きたい。その章では，

スコットランドの歴史を振り返って，13世紀末から14世紀初めに，イングランド（イングラ

ンド王エドワード１世）に対する抵抗運動，引き続いて繰り広げられた独立戦争を通して，

スコットランド人の国民性を探って，スコットランド人とイングランド人の違いを歴史のエ

ピソードを交えて示した。

また，これまでのスコットランド研究では，その地域社会再生のための理論あるいはその

地域社会の持続的発展を可能にする理念が明らかにされ，新しい雇用機会の創出を目的にし

たコミュニティに密着した小企業の起業実践として展開された「コミュニティ・ビジネス論」

スコットランド研究：その⑴（久保田義弘・内田 司・坪井主税)

以上の計画は，「Operating plan 2006-2010」pp.3-10（HIE Highlands and Islands Enterprise）に拠っ

ている。
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や「社会経済論」，起業手法や制度や小企業の企業形態の研究を進めることができたが，スコッ

トランドの分離・独立運動と地域再生を関連づける研究はまだ依然として提供されていない。

この方向での研究の１つが，伝統的文化遺産の再評価と復興運動に基礎をおく〝スコットラ

ンド人"のアイデンティティ動員運動の研究である。簡単にその理論の骨子を示しておこう。

グローバル化の下での地域再生を目指す「コミュニティ・ビジネス論」あるいは「社会経済

論」は，地域の課題を地域の視点に立った企業や団体が解決する理論である。この理論によ

ると，収益性の低い地域には私的資本所有の企業は参入しないが，その崩壊しつつある地域

の共同資本（共有の土地や固定施設等）を活用する事業体であれば，その地域に参入し，地

域の課題が解決することができる。グローバル化は，一面では，経済活動の地域統合を進め，

地域住民の人口を増加させ，地域再生を可能にするが，他方では，地域の経済成長・発展を

阻害し，地域の人・もの・カネなどの資源を周辺の中小都市や大都市へと流出させ，地域経

済の立ち直りを遅らせることもある。この両面を踏まえた「コミュニティ・ビジネス論」あ

るいは「社会経済論」を展開する。この方向での論考については別の機会に提供する 。

スコットランド議会が進めているファスレーンのトライデント核潜水艦基地の撤廃に関す

る論考は，第３章「英国政府の核政策とスコットランド―なぜスコットランドに核潜水艦が

配備されているのか―」である 。

われわれには，スコットランドにおける地域社会再生と，トライデント核潜水艦基地の撤

廃を最重要課題にするスコットランドの分離・独立運動との間には，密接にして切り離すこ

とのできないスコットランド人の国民的意識・意図が感じられる。

札幌学院大学経済論集 創刊号（通巻1号)
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第１章 スコットランド人の国民性とそのアイデンティティ

――中世スコットランドの窓から――

久保田 義 弘

Summary:

This article tries to look into the‘Scottish nationality’by examining the War of
 

Scottish Independence, other historical events in the medieval period (late in the 13

century to early in the 14 century),and some episodes on the stone of destiny that had
 

been used to have a seat in the coronations. The writer would suggest,that the Scottish
 

nationality have already been made up through the War of Scottish Independence and
 

that the Scottish nationality has had some differences from that of the English peoples
 

since then. The episodes on the stone of destiny in this article would give us the
 

so-called‘Scottish spirit’and the difference between the Scottish and the English peoples.

(キーワード：スコットランド独立戦争，運命の石，国民性，アイデンティティ）

はじめに

スコットランドの歴史の概観を通して浮き彫りにされるスコットランド人の国民性や宗教

性について考察するのがこの研究の目標である。その地域の歴史をスコットランド王国の歴

史（５世紀から17世紀），スコットランド・イングランド連合王国の歴史（18世紀から20世

紀），ECあるいはEU成立後のスコットランド（1970年ごろから現在）の３期間に区分して，

その歴史を概観する。その歴史の奥底に流れる地域再生の力を知り，その変遷で培われてき

たスコットランド人の国民性や宗教とその地域再生力との関連について考察を深めることを

目標とする。

本章では，スコットランド史の第一区分期の歴史概観からそのアイデンティティあるいは

国民性を考察する。本章は第１節と第２節で構成され，第１節では，13世紀後半から14世紀

初めのスコットランド独立戦争とスコットランド人のアイデンティティについて考察し，第

２節では，スコットランド人の国民性と「運命の石」について考察する。

それぞれの節の内容を要約しておこう。第１節では，イングランド王に対する臣従礼なら

びにそのスコットランド領土占領からスコットランドを開放した13世紀後半から14世紀の

はじめのスコットランド独立戦争が，スコットランド人としての国民性を形成する契機であっ

たことを示す。その戦争を「スコットランド独立戦争」と呼ぶが，その戦争は，スコットラ

ンド王国のイングランド王国からの独立戦争であると同時に，６世紀前半にアイルランド（の

コットランド研究：その⑴（久保田義弘・内田 司
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ダル・リアダ）から侵攻してきたアイルランド人（アイルランドの海賊）として引き継いで

きた伝統の殻を脱ぎ捨てる契機をスコットランド人に与えた出来事でもあった。私は，その

戦争をアイルランド人から〝スコットランド人"に変貌する契機になった戦争であったと解

釈している。この戦争は，〝スコットランド人"としての（スコットランド地域に対する）ア

イデンティティの形成に寄与し，スコットランド王国のイングランド王国からの独立（その

領土占領からの開放）は，スコットランド人がイングランド人とは異質の国民性，スコット

ランド人としてのアイデンティティ（イングランド的ではなく，「スコットランド的」と言う

意味での国民性）を形成する切っ掛けになったと理解される。この戦争は，スコットランド

王国がイングランド王国とは異なる国であり，スコットランド人はイングランド人と異なる

国民であることを明確に知らしめた戦争であったとスコットランド人の心とスコットランド

の歴史に刻まれ，今日でもスコットランド人とイングランド人を心情的には異なる国民であ

ると意識させている，と考えられる。

スコットランド王が戴冠時に腰を掛けていた聖なる石である「運命の石」をイングランド

王エドワード１世（在位1272年-1307年）がイングランドに持ち去ったこともスコットラン

ド人としてのアイデンティティ形成の契機であった，と解釈される。アイルランドの伝統を

継ぐダル・リアダ王国（ファーガス２世のアイルランドからの移住あるいは侵略），スコット

人とピクト人の連合王国ダル・リアダ＝オールバ王国（ケニス１世（在位839年-859年）が

初代王），さらにスコウシア王国（スコットランド王国）（マルカム２世（在位1005年？-1034

年）ならびにダンカン１世（在位1034年-1040年）の頃から13世紀後半まで）の王が，戴冠

時に腰掛けていた聖なる「運命の石」をエドワード１世がイングランドに持ち去ったことに

よってアイルランド時代の伝統から解かれ，スコットランド人が必ずしも意図したものでは

なかったとしても，独立戦争後には新しい国民性が形成されることになったと理解される。

ダル・リアダ王朝の伝統を継ぐアサル王朝の最後の国王が，少女マーガレット女王（在位

1286年-1290年）であった。少女マーガレットの伯父であるエドワード１世は，スコットラ

ンドに対する宗主権を主張し，その息子エドワード（後のエドワード２世（在位1307年-1327

年））との結婚をスコットランドに持ち掛けた。少女マーガレットは，スコットランドでの戴

冠のためにノルウェーからスコットランドに向かう途中で，オークニ諸島付近で船酔いのた

めに７歳の若さで他界した。この死によって，アレグザンダー３世（在位1249年-1286年）

の血筋が途絶え，ウィリアム１世（在位1165年-1214年）の弟ハンティングダン伯デイヴィッ

ドの娘の血筋である３人の有力な王位継承者のなかから，宗主権をもつイングランド王エド

ワード１世は，ジョン・ベイリャルを王位に就けた。ジョン・ベイリャル王（在位1292年-1296

年）は，エドワード１世の傀儡であったが，しかし，フランスの端麗王フィリプ４世（在位

1285年-1314年）との間に正式の「古い同盟」（1295年10月）を調印し，フランスとの同盟
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関係を強化した。エドワード１世は，その同盟関係に怒り，ジョン・ベイリャル王を廃位し

たために，スコットランドは国王不在になった。エドワード１世は，スコットランドを威圧

し，「運命の石」を奪い，それをウェストミンスター・アベーの戴冠椅子にはめ込み ，イング

ランドとスコットランド両国の王になることを意図した。誓約書ラグマンズ・ロールによっ

て，エドワード１世は，スコットランド王がイングランド王であることを貴族と地主に認め

させた。スコットランド王国は，イングランドの支配下（占領下）に入り，ジョン・ベイリャ

ル王廃位後，国王代理のジョン・ドウ・ワーレン（ジョン・ベイリャルの妃イサベル・ドウ・

ワーレンの父）総督の下，10年間（1296年から1306年まで）国王不在の時代が続いた。

イングランド王国に対抗するためにはスコットランド王権の復活が必要であった。その必

要性を感じていた民衆はサー・ウィリアム・ウォリス (1272年生-1305年没）をスコットラ

ンド民衆の抵抗の騎士に奉り挙げ，イングランド王との間に会戦が始まった。1297年，フォー

ス川に架かるスターリング・ブリッジの戦いで，サー・ウィリアム・ウォリス旗下の部隊が，

サリー伯ジョン・ウォレンヌと財務府長官ヒュー・クレッシンガムに率いられたイングラン

ド軍を打ち破った 。しかし，1298年，スターリングの南のフォールカークの戦いでは，ウォ

リスはエドワード１世旗下のイングランド軍に大敗した。その後，７年間，ウォリスはゲリ

ラ戦で戦うが，1305年グラスゴー近くでイングランド軍に捕らえられ，ロンドンに送られ，

処刑され，その首と体は各地で見せしめとして晒された。

ウォリス死後，自ら抵抗者のリーダーになったのがロバート・ブルースであった。1306年，

ロバート・ブルースはスクーンで戴冠し，抵抗者のリーダーとしてではなく，スコットラン

ド王権の後継者として，スコットランド王国の独立戦争を進めた。ロバート１世（在位1306

年-1329年）側は，パース，ダンディー，ダムフリース，ロクスバラ，エディンバラを解放し，

1314年，バノックバーンの戦いで勝利し，スターリングとベリクにあったイングランド基地

の軍を除いて，スコットランドから全イングランド軍を追放した。スコットランドは，1318

年，最後のイングランド軍基地ベリクを奪回し，完全な独立を勝ち取った 。1328年にヨーク

で開かれたパーラメントにおいて協定が結ばれ，ロバート１世は，スコットランド王国の世

このことは，スコットランド人がイングランド人の支配下にあることを意味した。

彼は，グラスゴー近くのベイズリー出身で，スコットランドの執事職ジェイムズ・ステュアートの封臣で

あった。彼は，ロバート・ブルースの王位継承権を常に支持してきた。

スターリング・ブリッジの戦いでの敗北を受けて，1297年10月12日，エドワード１世は諸憲章を再公布

した。この年は，マグナ・カルタが正式に再公布された最後の年であった。エドワード１世は，フランス

のガスコーニュの返還を巡り，フランスと戦争状態にあり，封臣に従軍を強要し，その戦費を封臣や司教

に課税し調達しようとしていた。これに反対して，ヘリフォード伯やノーフォーク伯が抵抗の先頭に立ち，

闘った。エドワード１世は，融和を進めるために，その敗北を機に諸憲章を再公布した。

1322年にローマ法王ヨハネス22世は，ロバート１世の破門を解き，スコットランド王として認証した。
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襲権を手に入れ，スコットランドはイングランド王に対していかなる臣従礼を行う必要の無

い独立国になり，ロバート１世の息子デイヴィッドをエドワード２世の娘ジョアンと結婚さ

せることで和約した。

第２節では，「スクーンの石」とも呼ばれる「運命の石」に纏わるエピソードを通して，ス

コットランド人のアイデンティティを検証する。この石は，1996年11月，ウェストミンスター・

アベーからエディンバラ城に移された。「運命の石」は，1296年，イングランドの賢王エドワー

ド１世によってウェストミンスター・アベーに運び去られ，1996年までの700年間そこに保

管されていた。その石は，スコット人がアイルランドから運んできた「聖なる石」で，単な

る石ではない。その石は，代々の国王が戴冠時に腰を下ろした「聖なる石」であり，スコッ

トランド人の心の拠り所であったと思われる。それをウェストミンスター・アベーに運び去

り，戴冠椅子にはめ込んだことは，エドワード１世自身がイングランドとスコットランドを

支配する王であることを誇示するためであったと理解される。エドワード１世は，1296年，

スコットランドの傀儡ジョン・ベイリャル王のとき，ベリクの町を襲い，掠奪と殺戮を重ね，

東岸のダンバーでベイリャル軍を打ち破ると，ベイリャル王は逃れたものの，アンガスのス

トゥラカスロで降伏し，王冠を捨てた。この節では，その「運命の石」の悲運を簡単にたど

ることによって，その石とスコットランド人のアイデンティティの結びつきを理解する。

第１節 スコットランドの独立戦争とスコットランド人のアイデンティティ

概要

第１項では，スコットランド王国の形成を通して，スコットランド人としての国民意識の

形成を概観する。第２項では，スコットランド王国の黎明期にイングランド・ノルマン王朝

の政治経済の体制を模倣して，統治形態を形成したことを概観する。イングランドに倣った

スコットランド王国が封建的階層社会として統一される過程，すなわちイングランドに倣っ

たスコットランド王国が封建的階層社会として統一されその体制が整備・拡張される過程と，

同時に，スコットランド王がイングランド王に臣従する経緯を概観する。第３項では，王国

統一後にスコットランド王がイングランド王（獅子心王リチャード１世（在位1189年-1199

年）の治世下のとき）の臣従から解かれたが，ノーサンバーランドを巡ってイングランド王

国との間で領土拡張争いを展開するなかで，スコットランド王ウィリアム１世（在位1165年-

1214年）は，密かにフランス王国との間で「古い同盟」（1165年あるいは1168年）を結び，

両者の関係強化の政策をとった。アレグザンダー２世（在位1214年-1249年）の治世下に，

イングランドとの国境線が画定し，ハイランド地域や西部地方に支配を拡げた。北部のマリ

地域や最北端のケイスネスやサザーランドでの反乱を抑えて，その地域もスコットランド王

国の支配下に入れ，封建制度の北部浸透の道を開いた。ハイランド地域の領主を完全に統治
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体制に組み入れるには至らなかった。西部地方では，ケルト族の群雄がそれぞれ独立国のよ

うに振る舞い，スコットランド王に対し反攻していた。アーガイル地域では，独立した領主

が支配し，ノルウェー王に臣従し，スコットランド王とは対立していた。スコットランドの

支配権の及ぶ地域は，北部に拡がりを見せたが，依然として南部と中部が主であった。

第４項では，エドワード１世の宗主権によるスコットランドに対する政治的抑圧について

概観する。イングランドに倣って統一されたスコットランド王国は，13世紀半ばごろ（アレ

グザンダー３世の治世）に経済的繁栄の時代を迎えるが，アレグザンダー３世が嗣子を残さ

ず他界し，エドワード１世によるスコットランドの宗主権の抑圧を受けた。少女マーガレッ

トとエドワード王子の結婚を申し出で，スコットランド王国の継承権をイングランドにもた

らすことをエドワード１世は計画したが，マーガレット女王（在位1286年-1290年）の死に

よって頓挫し，スコットランドではアサル王朝の血筋が途絶え国王不在になった。第５項で

は，エドワード１世の宗主権に翻弄された傀儡王ジョン・ベイリャル（在位1292年-1296年）

が戴冠するが，エドワード１世に臣従させられ，ついには廃位され，スコットランドは10年

間の王空位に入り，スコットランド総督の支配下に入ったことを概観する。第６項では，サー・

ウィリアム・ウォレスの抵抗運動と，ロバート・ブルースが戴冠し，スコットランド王とし

て独立戦争によってスコットランドからイングランド軍を締め出し，イングランドへの臣従

から開放し，割譲していた領土をスコットランドに奪還したことを概観し，スコットランド

独立戦争の意味を考察する。

第７項では，独立後，ロバート１世の子のデイヴィッド２世（在位1329年-1332年，1346

年-1371年）は再びイングランド王に臣従し，イングランド王エドワード３世（在位1327年-

1377年）がスコットランドの直接統治を宣言し，エドワード・ベイリャル王はエドワード３

世にスコットランドのローランドを割譲した。国を売ったデイヴィッド２世とエドワード・

ベイリャル王（在位1332年８月-1332年12月，1333年-1346年）の「二重戴冠」期のスコッ

トランド王国を概観する。

尚，本稿（本章）の作成にあたり，「スコットランド王国史話」（森護著）が非常に参考に

なった。また参照させて戴いた。感謝申し上げます。

第１項 ダル・リアダ＝オールバ連合王国からスコウシア王国の形成

スコット人の王朝であるアサル王朝は，ケニス１世の治世に，領土を拡大し，ダル・リア

ダ＝オールバ王国（スコット人とピクト人の連合王国）を造り，その15代目国王マルカム２

たとえば，アーガイルおよびイール領主のサマーレッド，ローン領主のマクドゥーガルやイール領主のマ

クドナルドなどは，スコットランド王に対して，独立を保ち，反攻していた。
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世は，アングル人が支配していたロージアンを併合し，ブリトン人が支配していたストラス

クライドも平定し，スコット人，ピクト人，アングル人，ブリトン人の４民族を統合し，1018

年頃にスコウシア王国を形成した。このスコウシア王国がスコットランド王国の原型である。

マルカム２世の孫のダンカン１世がストラスクライド王も兼務した。現在のイングランドと

スコットランドの国境線が決まったのはダンカン１世の治世であったと思われる。国境線の

確定は，一方で，スコットランド人としての国民意識の形成になった。この国境周辺でのス

コットランドとイングランドの争いは1603年の同君連合の形成まで続いた。

11世紀の前半から半ばに懸けてスコウシア王国（スコットランド王国）が形成され，その

領土の拡大とともに，スコットランド人の国民意識が形成され始めたと理解される。特に，

イングランド王国との国境線の確定によって，領土（国土）面からスコットランド人とイン

グランド人の違い，スコットランド人の国民意識を醸成することになったと理解される。

第２項 スコウシア王国（スコットランド王国）の統一

ダンカン１世の息子マルカム３世（在位1058年-1093年)の治世中の1066年にノルマン王

朝がイングランドに樹立され，征服王ウィリアム１世（在位1066年-1087年）がイングラン

ド王位に就き，イングランド（王）のスコットランドに対する態度は，サクソン王 時代のイ

ングランドと形相を一転させた。ノルマンによってサクソン・イングランドが支配されると，

マルカム３世は，父ダンカン１世がマクベスに殺害されたとき９歳であったが，伯父（父ダンカン１世の

后シビルの兄）に連れられてイングランドに逃れ，およそ12年間イングランド風（サクソン風）文化のも

とで育てられた。サクソン文化に憧れていたマルカムは，王位に就く前に，1054年にスクーンの戦いでマ

クベスに大勝し，1057年のアバディーンシャーのランファナンの戦いでマクベスの首を刎ねていた。しか

し，王位はケニス３世の曽孫のルーラッハ（在位1057年-1058年）によって継がれた。マルカムによって

ルーラッハもアバディーンシャーのストラスボギーで殺害され，その在位は８ヵ月であった。２人の国王

を殺害し，マルカムは1058年に王位に就いた。

サクソン人は，イングランド人ならびに現在の北ドイツのニーダザクセン地方を形成する主体になった民

族である。サクソン人の共通の髪型は前頭部を高く剃り上げ，彼らは，その部族名の語源である片刃の直

刀サクスが共通の武装をしていた，と考えられる。この民族の母体は，北ドイツ地方のホルシュタイン地

方の南西部に居住していたと考えられる。エルベ川以北のルトロイテ，ヴェーザー川流域のエンゲルン，

ヴェーザー川東方のオストファーレン，西方のヴェストファーレンの４つの支族の連合体をとっていた。

サクソン人やアングル人は，ブリテン島に渡り，５世紀から８世紀にかけて，カレドニアを除くブリテン

島を７つの王国（ノーサンブリア王国，マーシァ王国，イーストアングリア王国，ケント王国，エセック

ス王国，ウェセックス王国，サセックス王国の７王国）で覇権を争った。東海岸沿いのノーサンブリア王

国やイーストアングリア王国が，10世紀から11世紀にかけて，デーン人の侵入に押され滅亡するなかで，

ウェセックス王国が力を伸ばし，他の王国から抜け出て，カレドニアを除くブリテン島を統一した。ウェ

セックス王エグハート王が829年にそこを統一した。アルフレッド大王のときに，この王国は隆盛を極め

た。しかし，1066年に，ノルマンディー公ウィリアム１世（ギヨーム）がウェセックス王国（ハロルド２

世）を倒し，イングランド王になった。
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サクソン人の多くはスコットランド南部のロージアンなどに逃げ込んできた。その中にサク

ソン王位の継承者であった（ハロルド２世の継承者）アシリングとその妹マーガレット がい

た。マルカム３世は，そのサクソン王家の娘マーガレットと再婚 し，マーガレットを王妃

に迎えた。マルカム３世は，スコットランドにイングランド・サクソン流の生活 ，宗教制度

および文化を取り入れ，イングランド風の封建社会の建設に乗り出した。

スコウシア王国（スコットランド王国）の統一は，マルカム３世とその子によって成し遂

げられるが，その方法は，イングランド王に臣従礼を宣言し，イングランドとの有効関係を

たもちつつ，スコットランド内の統一を成し遂げるものであった。その統一形式は，イング

ランドの統治形態（政治形態）や宗教制度の取り入れ，それを模倣するものであった。

マルカム３世のイングランド様式の取り入れとその統治について一瞥してみよう。マルカ

ム３世がイングランドの生活様式や統治方法を取り入れようとした動機は，一面において，

彼自身のイングランドでの生活体験からイングランドの生活に憧れを持っていたこと，また

一面では，王妃マーガレットのサクソン風の教養や宗教観に強く影響された結果であったと

推察される。具体的には，宮廷内の生活様式をサクソン風に改め，聖職者は清貧にして独身

を守り，教会の諸行事や典礼をケルト方式からローマ方式に変え，サクソンの教会制度を取

り入れた 。宮廷内の言葉としてゲール語に代えてサクソン語が使われ，服装や調度品，作法

もサクソン風に改変された。マルカム３世の時代からエディンバラ城が王宮として使い始め

２人はサクソン王エドマンド２世（アイアンサイド）の孫に当たり，サクソン王家再興の星であった。２

人はイングランドがノルマンに征服されるときに，ハンガリーに逃亡する海路で暴風に遭い難破し，スコッ

トランドの東岸に漂着した。前妻イーンガボークと死別していたマルカム３世は，マーガレットの美貌に

見せられてダンファームリ・アベーで結婚式を挙げ，彼女を王妃にした。

マルカム３世の最初の王妃は，イーンガボークであった。彼女は，ノルウェー王の血を引くフィン・アネッ

ソンの娘で，オークニ伯シーガードの長男ソーフィンの未亡人であった。この未亡人と結婚したのには理

由があった。それは，彼女がスコットランド王家の血筋に繫がっていたからであり，また北方の海賊を警

戒していたからである。ソーフィンの父シーガードは，マルカム２世の次女ドウナダを二度目の夫人にし

ていた。すなわち，ソーフィンは，マルカム２世の孫で，イーンガンボークは，マルカム２世の孫の未亡

人であった。

マルカム３世とマーガレットとの間には，６男２女があった。３男のエドガー，４男のアレグザンダーお

よび６男のデイヴィッドは後に王位に就いた。長女マティルダは，ロムジー修道院（教養とよき作法の両

方を修得する花嫁学校）で教育を受け，イングランド王ヘンリー１世の王妃になり，一女（マティルダ）

一男（ウィリアム1120年没）が生まれる。エドガー王は「平和愛好家」と揶揄されるほどに，イングラン

ドに対しては「イングランド王の臣従者」と宣言し，従順な態度で接した。またスカンジナヴィア人に対

してヘブリディーズ諸島の既得権益を認めることなどおこなった。

各構成員は，「メイズ」と呼ばれる７－９親等の父系制度部族に属していた。メイズの首長が各構成員に「ハ

イド」と呼ばれる分配地を与えていた。部族はメイズ単位で移動した。

ローマ・カトリックのキリスト教であった。

これは，「マーガレット王妃の５ヵ条」として知られている。
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られ，それを恒久的な王宮にしたのは，マーガレット王妃とマルカム３世の子であるエドガー

王（在位1097年-1107年）であった。宗教面でもイングランド色を濃くしていった。スコッ

トランド全域にキリスト教が行き渡っていたが，当時のスコットランドには全教会を統轄す

る大司教座がなかった。イングランド北部を統轄するヨーク大司教の管轄下にスコットラン

ド教会が置かれていた。アレグザンダー１世は，スコットランド教会をイングランドのカン

タベリー大司教座の管轄に置くことをローマ法皇に訴えた。その要求が実現するまで，ヨー

ク大司教を通さずに，セント・アンドリュース教会の司教を迎えた。

ノルマン王朝イングランドとの友好関係は，マルカム３世，エドガー，アレグザンダー１

世（在位1107年-1124年），デイヴィッド１世（在位1124年-1153年）の４代に亘って続け

られ，父マルカム３世のサクソン風の政策を息子のエドガー，アレグザンダー１世，そして

デイヴィッド１世の３人は踏襲した。その友好関係は姻戚関係にも現れていて，アレグザン

ダー１世の王妃は，イングランド王ヘンリー１世 (在位1100年-1135年）の庶子シビルであっ

た。このことは，ヘンリー１世がアレグザンダー１世の義理の父であることを意味し，また

ヘンリー１世の后がアレグザンダー１世の妹マティルダ であったので，アレグザンダー１世

はヘンリー１世の義理の兄でもあった。スコットランド王家とノルマン王朝との奇妙な姻戚

関係は続けられた 。

ヘンリー１世は，征服王ウィリアムの４男であり，王に就くまでの長い間忍耐していた。娘マティルダの

神聖ローマ帝国の皇帝ハインリッヒ５世との結婚で，歴史的に浅かったイングランド王権の地位を築き上

げ，他方，その結婚でドイツ皇帝は１万マルクの持参金を手にし，十字軍によるローマ遠征の費用に充て

た。その持参金は，１ハイドにつき２シリングとする，特別の土地税によって徴収された。ヘンリー１世

のノルマンディー公領は，フランスの肥満王ルイ６世（在位1108年-1137年）のカペー王朝にとっては，

看過できない存在であった。フランスの肥満王ルイ６世は，征服王ウィリアム１世の孫（ウィリアムの長

男ロベール２世の子）にたるギヨーム・クリトンをノルマンディーの相続請求権を持つ人物として推挙し，

ヘンリー１世に対抗した。また，肥満王ルイ６世のカペー朝はブロワ伯とも対立していた。ブロワ伯エティ

エンヌと征服王の娘のアデールが結婚し，その子のティボーがブロワ伯の地位を継いでいた。ヘンリー１

世は，ティボーやその弟のスティーヴン（モルタン伯に任じられていた）に恩恵を与えた。ヘンリー１世

の子で正当な王位継承者でもあったウィリアムが，1120年にノルマンディーからの帰路で乗船した船の難

破によって一命を落とした。このことは，ヘンリー１世をイングランド王の継承問題で苦しめた。ウィリ

アムの死後，ヘンリー１世の後継者として，甥のギヨーム・クリトンがその相続者の第一人者になった。

ヘンリー１世は，娘であり帝妃マティルダをその相続者と決めていた。マティルダは，アンジュ伯ジェフ

ロワ５世と再婚し，その間に２人の男子（ヘンリーとジェフロワの２人）が生まれた。ギヨーム・クリト

ンは，1127年に戦死し，その父も1134年に死亡した。

マティルダ（スコットランド王マルカム３世とマーガレットの娘）の娘のマティルダは，1110年に神聖ロー

マ皇帝ハインリッヒ５世（1125年没）と結婚し，ヘンリー１世の後にイングランド王となるスティーヴン

（在位1135年-1154年）と王位継承を巡って争った。注14で述べたように，このマティルダは，神聖ロー

マ皇帝ハインリッヒ５世の死後，アンジュ伯ジェフロワ５世と再婚し，スティーブン王の後にイングラン

ド王となるヘンリー２世を出産する。

イングランドとのそのような姻戚関係は，アレグザンダー１世の弟デイヴィッド１世，デイヴィッド１世
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しかし，封建社会の階層社会を形成する基礎をなした領土（土地）に関しては，必ずしも，

イングランドとの間には友好な関係を形成できなかった。マルカム３世は，しばしば，ノー

サンバーランドなどのイングランド北部に侵攻した。征服王ウィリアム１世は，スコットラ

ンドに反攻し，マルカム３世に「イングランドへの臣従」を宣言させ，その長男ダンカン を

人質に差し出させ，征服王の敵に加担しないことを約束させた（1072年にパースの南東のア

バーニシーにおいて）。カーライルがイングランド領として再建され，さらにイングランドの

赤顔王ウィリアム２世（在位1087年-1100年）がそこに定住民を送り込む政策を掲げたので，

マルカム３世は，1093年11月に５度目のイングランド領侵攻を行ったが，ノーサンバーラン

ドのアニク城攻略の際に戦死した。マルカム３世は，「イングランド王に臣従する」ことによっ

て，スコットランドの安全を保持するという政策をとった。マルカム３世の子であるエドガー

王も，父の方針を継承し，「イングランド王の臣従者」を宣言した。彼は，南部ロージアンに

アングル人やノルマン人の進入を許し，またスカンジナヴィア人の既得権益を許し，ヘブリ

ディーズ諸島やキンタイヤを失い，それをノルウェー領にしてしまった。彼は，「平和愛好家」

と揶揄された。エドガー王の弟のアレグザンダー（後のアレグザンダー１世）には，南部の

ロージアンの統治を任せ，ストラスクライドの統治は弟のデイヴィッド（後のデイヴィッド

１世）に任せ，自身はフォース湾から北部のスペイ川河口に至るまでの中部，南部の統治を

し，西部や北部のロスやマリなどは直接統治せずに領主に任せた。

スコウシア王国（スコットランド王国）の封建的階層社会の統治形態を確立し，スコット

ランドの経済的繁栄の基礎を築いたのはデイヴィッド１世 であった。デイヴィッド１世もノ

ルマン風の教育を受け，王位に就いたとき，彼は，すでにイングランド貴族の身分をもって

おり，イングランドのハンティンドン伯領およびノーサンプトン伯領を支配する貴族でもあっ

た。彼の妃マティルダ の母（ジュディス ）は，イングランド征服王ウィリアム１世の姪で

の孫のウィリアム１世の子であるアレグザンダー２世，さらにアレグザンダー２世の子であるアレグザン

ダー３世までも続く。このことによって，スコットランド王家にイングランド王家の血が濃く流れること

になった。アレグザンダー２世は，イングランド王ジョンの娘ジョアンを妃にし，アレグザンダー３世は

ヘンリー３世の娘マーガレットを后にしている。

マルカム３世の子ダンカンは，イングランドの人質とされるが，ノルマン宮廷で厚遇され，征服王ウィリ

アム１世の三男ウィリアム・ブルース（後の赤顔王ウィリアム２世）と親交を深め，叔父のドナルドがス

コットランド王位についた時，王位奪回に立ち上がったダンカンにウィリアム２世は援軍を送って，ダン

カンが王位に就くことに１役を果たした。ダンカンはスコットランド国王（ダンカン２世（在位1094年５

月-1094年11月））となるが，しかし，1094年11月にマルカム３世の弟（ドナルド，後にドナルド３世（在

位1093-1094年５月，1094年11月-1097年））に殺害される。王位を継いで６か月後であった。

デイヴィッド１世は，マルカム３世とサクソン王家のマーガレット王妃の子で，アレグザンダー１世の弟

である。デイヴィッド１世も，ドナルド３世が王位にある間を含めて，アレグザンダー１世と同様にイン

グランドの宮廷でノルマン風の教育を受けた。そこで教養豊かな青年に成長し，1124年に王位に就いた。

サイモン・ド・サンリスの未亡人マティルダ（あるいはモード）をヘンリー１世によって与えられ，デイ
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あった。

デイヴィッド１世は，父マルカム３世が手がけて，まだ実効性が見えていなかった国王直

属の官制の確立に力を注ぎ，王国に相応しい封建的階層社会のための統治制度の確立に努め

た。そのための方法は，ノルマン出身の友人たちの多くをスコットランドに招き所領 を与え，

彼の補佐役として要職 に登用して，スコットランドの諸制度をノルマン流（イングランド流）

封建制度 に改革するものであった。中央政府官制の最高長官の職制として，歳入長官（大蔵

大臣 ），国璽（こくじ）尚書（王の文書の記録や玉璽の保管），最高司令官の３名を置き，こ

の３名を加えた司教上席者を中央政府の最高責任者とし，国王の命令が直ちに実行されるよ

うに義務と権限を与えた。また中央政府の下部機構の実務官として，法務官や地方執行官（封

建領主に派遣され，その砦に駐在し，その地域の司法，行政を司る）を任命し，中央政府の

命令の実行や委任された司法，行政の執行に当たらせた。経済面の改革では，彼は，イング

ランドの鋳造貨幣を真似てスコットランド史上最初のコインを鋳造 し，外国との貿易を奨励

ヴィッドは1113年頃にイングランド伯爵になった。

ハンティンドン伯ワルセオフの妃で，征服王ウィリアム１世の姪であった。1075年にワルセオフは，征服

王ウィリアム１世が大陸に滞在している間に，ヘリフォード伯らと共に反乱を起こし，捕らえられ処刑さ

れた。

ロバート・ドゥ・ブルースやウオルター・フイッツランドやバーナード・ドゥ・ベイリュールなどはアナ

ンディルなどの南部に所領を与えられていた。

フランス語を話す新貴族社会を形成し，土着のスコットランド貴族社会に影響を及ぼすことを計画した。

新貴族社会は，後に土着の貴族社会と婚姻関係を通じて，同化していった。

スコットランド王デイヴィッド１世はイングランドの統治制度を取り入れたと考えられる。イングランド

の宮廷生活は，イングランドのヘンリー１世治世の時代に整備された，と思われる。封建制度は，主人と

従者を土地とその見返りで結びつける制度であった。この制度は征服王と封臣との間の関係であり，征服

王ウィリアム１世は，提供する封土に対する見返りとして，王の軍隊に提供すべき騎士の割当数を封臣に

義務づけた。これは，自由人に課された軍役義務であった。毎年40日の城砦守備が自由人の軍役義務であっ

た。アングロ・サクソンの時代から受け継がれた自由人の三大義務は，橋梁建設義務，城砦都市建設義務，

軍役義務であった。征服王以降のノルマン朝は，アングロ・サクソン時代の公的義務組織は受け継ぎなが

らも，変化を加えた。ノルマン朝は，城をイングランドにもたらし，城警備の義務を公的義務に加えた。

イングランドでは，1110年頃に財務府が，ロジャー・バイコットによって確立された。初代財務府長官は

甥のナイジェルであった。財務府は，年２回州長官の会計報告を検査するために開かれた。財務府は，王

権の経常的収入を扱った。その経常収入には，州内の王領荘園や州長官の活動拠点の州都が支払う定額の

金銭が含まれる。王権の収入のすべてが会計報告された訳ではなかった。特権の授与や結婚の許可を得る

ために王に直接的に支払う金銭は，王の直接の収入となり，これは「寝所部」の収入であった。

デイヴィッド１世は，マティルダとスティーヴンとの間での王位継承争いに乗じて，イングランド領ニュー

キャッスルとカーライルを占領したとき，貨幣鋳造所からヒントを得て貨幣（スコットランド史上初のコ

イン）を鋳造した。このことは，スコットランド経済が貨幣の流通を可能にするほどに発展してきたこと

を意味する。また貨幣流通が可能になるためには，中央政府の統制が充実していることを必要とする。

スティーヴン治世において，イングランド南東部ではスティーヴン王の貨幣，その西部ではグロスター

伯の貨幣，ブリストル，カーディフではマティルダ貨幣が発行された。これは，スティーヴン王の統制力

が南東部に限られていたことを意味する，と考えられる。
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し，国王の勅書状が与えられた「自由都市」の開設に着手した。その勅書状を与え，通行税

を免除し，定期市の開催権，市場の開設権，特定産物の独占的な販売権等の諸権利をその自

由都市 に与えた。ノルマンの征服王ウィリアム１世や赤顔王ウィリアム（ウィリアム２世）

と同様に，領地に要塞であり同時に植民定住地 であった城を築き，その周りに新しい都市を

発展させた。宗教面での改革では，司教区をグラスゴー，東部のブリーッヒン，中部のダン

ブレイン，北部のケイスネスおよびロスそして東北部のアバディーンに新設し，南東部のケ

ルソウ，ドライバラ，メルローズに教会や修道院を新設した。このように，デイヴィッド１

世はその領地に教会と修道院を建設した。

デイヴィッド１世治世下で，スコットランドの生活様式も様変わりをした。スコットラン

ドの中部や南部では，古い慣習や伝統が一掃され，貴族はフランス語を話したが，農民層は，

スコットランド語化した英語（Inglis）として統一された語を使い，また中部を超えて北部に

も 封建制度が行き渡り始め，自由都市を中心に産業が発達し，教区も組織化され，信仰の普

及も進んだ。しかし，北部ハイランドでは，氏族制度が続き，西部の沿岸地域や島嶼地域は

ノルウェーに臣従する部族で占められていた。デイヴィッド１世は，イングランド王国の王

位継承 をめぐる内戦に乗じて，カーライルやニューカースルを中心とするノーサンバーラン

ドやカンバーランドを支配権に収めた。

マルカム３世からデイヴィッド１世のスコットランド王国の黎明期には，イングランド王

国に倣ってスコットランド王国の封建的階層社会が形成された，と理解される。すなわちイ

ングランド王国に倣ったスコットランド王国の封建的階層社会の統一が進められ，その体制

が整備・拡張されるが，同時に，スコットランド王は「イングランド王に臣従する」形態を

保って進められたと理解される。しかし，スコットランドとイングランドの国境線を巡る領

土の争いは，両王国の臣従関係に関係なく進められた。

たとえば，エディンバラ，スターリング，パース，ダンファームリンなどの都市である。

植民定住政策は，ノルマン朝が積極的にイングランドで展開させた政策である。デイヴィッド１世もその

政策を取り入れ，経済活動を積極的に展開した。

フォート湾以北（スターリングを境にして）ではケルト語が使用されていた，と思われる。

ヘンリー１世の後を継いだスティーヴン王と，ヘンリー１世とデイヴィッド１世の妹のマティルダとの間

の子であるマティルダとの間に王位継承の争いがおこった。ヘンリー１世は，マティルダを王の継承者と

したが，ロンドン市民である聖職者と民衆はスティーヴンを選んだ。王位継承は，イングランドに基盤を

持つスティーヴンに対して，フランスのアンジュ伯領のマティルダとマティルダの腹違いの兄グロスター

伯ロバートとが協力して戦われた。ウォーリンフォード条約でマティルダの息子ヘンリーが王位を継承す

ることで和解した。それが後のヘンリー２世である。スティーヴンは，マティルダの叔父であるデイヴィッ

ド１世に対して迅速に対応し，1236年にハンティンドン伯領がデイヴィッド１世の子のヘンリーに与えら

れた。またデイヴィッド１世は，隣国のその王位継承騒動を巧みに利用して，イングランド北部に侵攻し

たが，1138年のサースク近くの戦い，すなわち「旗の戦い」で大敗した。しかし，スティーヴン王との交

渉で，ノーサンバーランドやカンバーランドの支配権を手にした。
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第３項 統一後のスコウシア王国（スコットランド王国）

デイヴィッド１世によって封建的な統治体制が整えられ，経済的繁栄のための基礎が築か

れ，1160年頃にはギャラウェイをスコットランド領に組み込み，領土（ノーサンバーランド

など）を巡っての争いが続けられた。イングランド王は，マルカム３世やエドガー以来の伝

統に則って，スコットランド王を臣従者扱いし，デイヴィッド１世の孫のマルカム４世（在

位1153年-1165年）がハンティンドン・ノーサンプトン伯領を与えられた代わりに，デイヴィッ

ド１世によって獲得されたノーサンバーランドの支配権をイングランド王ヘンリー２世（在

位1154年-1189年）は奪い取った（1157年）。ヘンリー２世は，スコットランド王を自分の

宮廷に引き入れ，弟ジェフロワやスティーヴン王の子女ウィリアムと同様に，自分の領土の

一体性維持の責務（封土と騎士奉仕役務関係の封建制度）を担う存在として，スコットラン

ド王マルカム４世を見なしていた。その後を継いだデイヴィッド１世 の孫のウィリアム１世

は，兄マルカム４世の治世下で失ったノーサンバーランドを取り戻すために，ヘンリー２世

親子の相続をめぐる問題 に端を発したイングランドの反乱（主にイングランドのミッドラン

ド地方の貴族（レスター伯，チェスター伯，ダービー伯，ハンティンドン伯デイヴィッド）

の間𨻶をぬってイングランド王ヘンリー２世 に戦いを挑むが，しかし，1174年，ノーサン

バーランドのアニクの戦いでヘンリー２世軍に破れ，捕虜とされフランスに護送された。フ

ランスのノルマンディーのファレーズにおける協定において，スコットランドは，「イングラ

ンドに完全に臣従する」こと，スコットランドの教会をイングランドの大司教の管轄下に置

くこと，イングランド軍のスコットランド南部常駐などの条件を押しつけられた。このこと

は，世俗のみならず，聖の領域においてもスコットランドはイングランドの支配下に入るこ

デイヴィッド１世とマティルダの間には，２男２女が生まれた。次男ヘンリーの長男マルカム４世がデイ

ヴィッドの後継者になった。マルカム４世は，11歳で王位に就いたが，ノルウェー王ユースタイン２世に

よってアバディーンを襲われ，また南西部を押さえていたアーガイル領主サマーレッドによってグラス

ゴーを襲われ，略奪された。北部マリなどのハイランド地域の豪族が中央政府に反旗を翻したが，この北

部の反乱をノルマン出身の貴族に討たせている最中に23歳で夭折した。

マルコム４世とイングランド王ヘンリー１世の庶子コンスタンスの娘アーマンガードの長男として生まれ

た。

ヘンリー２世が末子ジョンにロワール地方の城を与える約束をしたが，アンジュ伯領の相続人であったヘ

ンリー小王（ヘンリー２世の長男）がそれを拒否した。ジェフリーおよびリチャード（ヘンリー２世の次

男と３男）は，共にフランスに亡命し，若年王ルイ７世から亡命王の待遇を受けた。

ヘンリー２世は，妻アリエノールが相続したフランス西部のポワトゥー伯領やガスコーニュ公領などの広

大な領土を得た。イングランド北部のニューカースルから南フランスのボルドーまでの直線距離で700マ

イルに達する領土を支配した。プランタジエット王家は，ヘンリー２世より始まる。ヘンリー２世の父ア

ンジュ伯ジョアフリーが好んでエニシダ（planta genet）の小枝を帽子に挿して，戦場に臨んだことから，

王家の名前を付けている。プランタジエット王家は，ヘンリー２世からリチャード２世までの８代の王家

である。
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とを意味していた。しかし，この屈辱的な協定もイングランド獅子心王リチャード１世の出

現で終了した。1189年のカンタベリーでの臣従解除協定 によって，「スコットランドのイン

グランドへの臣従」は解かれ，ウィリアム１世のスコットランド王としての主権が回復した。

しかし，ノーサンバーランドを回復することはできなかった。ウィリアム１世の治世下の1202

年に北部のマリ地域や最北端のケイスネスやサザーランドを支配下にいれた。

スコットランドに封建的統治が行き渡ると，そのアイデンティティの表れである紋章が作

り出された。スコットランドの主権を回復したウィリアム１世が，スコットランド王の紋章

the Lyonを使用した最初の王であると推測される 。彼は，その盾に片足立ち姿のライオン

を描き，イングランド王の歩き姿の３頭のライオンとは異なる紋章を作成した，と考えられ

る。二重の縁取りに百合の花を付けたもので囲んでいるが，これは，スコットランドの親仏

感情をフランス王の紋章の百合の花に因んだものであろう，と推測される。というのは，1165

年（あるいは1168年）に「古い同盟」（仏蘇同盟）をフランスの若年王ルイ７世 (在位1137

年-1180年）との間で誓っていたからである。これは，スコットランドが親仏色を強めていく

同盟であった。その紋章から判断するに，スコットランドは，イングランドならびにフラン

スの影響を受けながらも，そのアイデンティティを表すために，その紋章にイングランド的

要素ならびにフランス的要素をとりいれながら異質性を保つ工夫をしている。

ウィリアム１世の長男アレグザンダー２世（在位1214年-1249年) の時代に現在のイング

ランドとの国境線が確定し，現在に至っている。彼は，ノーサンバーランド の支配権の回復

リチャード１世は，第３回十字軍の遠征に異常な情熱を燃やし，その軍資金を集めていた。臣従解除，常

駐軍の引き上げ，スコットランド王としての主権の回復などを条件にスコットランドに１万マルクの支払

いを求めた。ウィリアム１世は，リチャード１世の要求を受け入れ，１万マルク（１マルク＝13シリング・

４ペンス＝３分の２ポンド，また１ポンド＝20シリング）の支払いをした。

しかし，ウィリアム１世が立ち姿のライオンを王の紋章に使用した証拠は見つかっていない。

若年王ルイ７世は，1147年にクレルヴォーのベルナドゥスの勧誘で第２回十字軍に参加したが，ダマスカ

スの攻防戦に敗れ，1152年に帰国する。王妃アリエールが不貞をはたらいたので，離縁した。アリエール

は，アンジュ伯アンリ（イングランド王ヘンリー２世）と再婚する。ヘンリー２世は，ノルマンディー，

アキテーヌを領土とし，アンジュ帝国の基礎をなした。

アレグザンダー２世は，イングランド王ヘンリー３世の妹ジョアン（1210年生-1238年没，ジョン王の長

女）と1221年６月９日にヨーク・ミンスターにおいて結婚式を挙げた。ジョアン王妃の死後，アレグザン

ダー２世は，フランス貴族で反イングランド派のアラゲラント・ドゥ・クーシーの娘マリーと結婚する。

２人の間にアレグザンダー（後のアレグザンダー３世）が生まれる。この結婚は，ヘンリー３世との間に

は敵対関係を生み出した。1249年にヘンリー３世とニューカッスルにて和解している。

スコットランド王ウィリアム１世は，イングランドのジョン王との間で，ノーサーバランド領をスコット

ランドに買い戻す交渉をしたが，ウィリアム１世は，この領の回復をみることなく，在位49年の幕を1214

年に閉じた。ウィリアム１世の弟であるデイヴィッドは，イングランドのジョン王（在位1199年-1216年）

治世の初め，スコットランド軍の侵攻の恐れが起こったとき，ジョン王とウィリアム１世との調停を執り

行った。その見返りとしてジョン王は，ハンティンドンシャーの所領や他の州の所領を授与した。しかし，

ジョン王は，デイヴィッドが謀略に参加したと思いこみ，デイヴィッドの城や所領を取り上げた。
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を求め，スコットランド南部とイングランド北部ではイングランドと小競り合いを続けたが，

イングランド王ヘンリー３世（在位1216年-1272年）との間でヨーク条約を締結し，スコッ

トランドとイングランドとの国境を東部のトゥイードと西部のソルウェーを結ぶことで同意

し，現在の国境線を決めた。南部でのイングランドとの関係が安泰であったので，アレグザ

ンダー２世は，内政の充実に乗り出し，デイヴィッド１世が先駆けていた行政組織を全国に

行き渡るようにし，宗教面でも，スコットランドの体制が整えられた。カンタベリー大司教

の管轄下にあったスコットランド教会も独立国としての教会組織を構えることになった。

ハイランド地域の支配も進められたが，地方の領主を完全に統治体制に組み入れるには至

らなかった。ウィリアム１世のときに配下に入れた北部のマリ地域や最北端のケイスネスや

サザーランドでの反乱を抑えて，その地域もスコットランド王国の支配下に入れ，封建制度

の北部浸透の道を開いた。他方，西部地方では，ケルト族の群雄がそれぞれ独立国のように

振る舞い，スコットランド王に対し反攻していた。アーガイル地域では，独立した領主 が支

配し，ノルウェー王に臣従し，スコットランド王とは対立していた。スコットランドの支配

権の及ぶ地域は，北部に拡がりを見せたが，依然として南部と中部が主であった。

第４項 スコウシア王国（スコットランド王国）の繁栄と再度のイングランドへの臣従

スコットランドが経済的に繁栄を極めたアレグザンダー３世の治世でも，スコットランド

はイングランドに隷属していたと思われる。デイヴィッド１世の曽孫のアレグザンダー３世

は，イングランド王ヘンリー３世の娘マーガレット（11歳）と結婚した。この結婚はヘンリー

３世の押しつけによる結婚であり，同時にヘンリー３世は，アレグザンダー３世をイングラ

ンド貴族に叙任し，「イングランド王への臣従」を強要した。イングランド王の娘と結婚して

いたため，スコットランド南部が安泰であったので，国内も安泰であった。アレグザンダー

３世の治世が「黄金の時代」と呼ばれるほどに国民の生活は潤っていた。当時のスコットラ

ンドの人口は，推定で40から45万人であった。国民がその恩恵を受けた一例が，イングラ

たとえば，アーガイルおよびイール領主のサマーレッド（Somerled），ローン領主のマクドゥーガル

（MacDougall）やイール領主のマクドナルド（MacDonald）などは，スコットランド王に対して，独立

を保ち，反攻していた。

８歳の若さでスクーンにて戴冠し，10歳の時，結婚した。王妃マーガレットは，宮廷では嫌がらせを受け

た。アレグザンダー３世の摂政の一人であったジョン・ベイリャル（スコットランド王ジョン・ベイリャ

ルの父）と王妃護衛職のロバート・ドゥ・ロスは特に酷い対応をした。ジョン・ベイリャルは，デイヴィッ

ド１世の曾孫であり，ハンティングダン伯デイヴィッドの孫デヴォグラを妻にしていた。ベイリャル家の

王ジョン・ベイリャルはこの２人の３男であった。王妃の警護職であったロバート・ドウ・ロスは，同名

の父とウィリアム１世の次女イザベルの間に生まれ，アレグザンダー３世とは従兄弟であった。王家に繫

がる２人による，王妃に対する嫌がらせ故に，アレグザンダー３世が親政に乗り出したとき，その２人は

追放された。２人はイングランドに移った。
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ンドとの国境の東岸に位置するベリクの開港とその発展であった。その町は，貿易港，漁港

と発展し，羊毛，毛皮，魚介類の輸出港と変貌し，教会や城が建設され，国民生活は潤った。

南のイングランドとのいざこざから解放され，国内の治安を保ったアレグザンダー３世は，

北方の海賊ノルウェー軍の駆逐に取りかかった。彼は，1261年に，ヘブリディーズ諸島の奪

回に成功した。1263年には，クライド湾に侵攻してきたノルウェー王ホーコン４世（在位1217

年-1263年）が率いるノルウェー軍を迎え撃ち，ラーグズの戦い でアレグザンダー３世は，

ノルウェー軍に壊滅的な打撃を与え大勝し，ノルウェー王マグヌス６世（在位1257年-1280

年，父ホーコンの存命中は共同統治）とパースで平和条約を結び，1266年にヘブリディーズ

諸島を正式にスコットランド領にした。

アレグザンダー３世の子が相次いで他界し，アレグザンダー３世 自身も不慮の事故で一命

を落とし，嗣子がいなかった。彼の直系ではないが，アレグザンダー３世の長女マーガレッ

トとノルウェー王マグヌースンの間に生まれたマーガレットがその後継になったが，マーガ

レットは３歳の少女であった。イングランド王エドワード１世 は，皇太子エドワード（後の

エドワード２世）とマーガレットの結婚を計画し，スコットランド王国に迫った。スコット

ランド国内での王位継承による混乱を避けようとし，さらに，エドワード１世への疑心・恐

怖を抱いているスコットランドの長老や重臣に，その２人の結婚の申し出をスコットランド

南部のバーガムでの交渉によって受け入れた。エドワード１世は，スコットランドには屈辱

的な結婚条件を押しつけた。すなわち，このバーガム協定では，スコットランドには固有の

法と自由と権利は認められたが，「スコットランドの王位継承権」はイングランド側にある

ノルウェー王ホーコン４世が率いるノルウェー軍に大勝した。この大勝は，あざみの「ラーグズ伝説」を

生み出したと思われる。あざみは，現在，スコットランドの紋章である。ラグーンの戦いであざみがスコッ

トランドに勝利をもたらしたことにより，この伝説が生まれた。ノルウェー軍が夜陰に乗じてラーグズの

沿岸に上陸し，隠密裡にスコットランド陣営に接近し，素足の兵隊が〝あざみ"を踏みつけて，大声を上

げたことによりスコットランド軍が未然に奇襲をかわし，逆襲にでて勝利した。

アレグザンダー３世は，王妃マーガレットと死別し，後継ぎである長男（アレグザンダー）も他界したこ

とによって，後継者がいなくなった。彼は，1285年に，フランスのドゥリュウ伯ローベル４世の娘ヨラン

ドと再婚していた。王位継承者を得たいアレグザンダーは片時もヨランドから離れずにいた。1286年３月

19日，エディンバラで政務を終えたアレグザンダー３世は，王妃の待つフォース湾対岸のキングホーンに

雨と嵐の中，馬をとばしたが，その途中で乗馬が落窪に足を取られ，アレグザンダーは落馬し，そのまま

逝去した。この突然の死に接して重臣や長老は，狼狽えて，困り果てた。ウィリアム１世の弟ハンティン

グダン伯デイヴィッドの血筋を引く誰かに王位が回ることになっていたが，賢王名君のアレグザンダー３

世の後継者に相応しい人物がいなかった。重臣や長老はアレグザンダー３世に娘マーガレットとノル

ウェー王エリック・マグヌースンの間に生まれた少女マーガレットを王として迎えることとした。

エドワード１世の妹がアレグザンダー３世の后マーガレットであり，その孫が２人の子であるマーガレッ

トとノルウェー王エリック・マグヌースン王（エリック２世）（在位1280年-1299年）の間に生まれたマー

ガレットである。エドワード１世は，この関係から王位継承に乗り出すことができた。

これは，いずれも存命中は別個の王国を統治するが，エドワードとマーガレットの間に生まれた男子が両
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ことを認めさせられ，国境地帯のスコットランドの主要城塞にイングランド駐留軍を配置す

ることも認めさせられた。マーガレット女王は，上記の内容で調印されたバーガム協定によっ

て，ノルウェーからスコットランドに迎え入れられることになった。このとき，女王は７歳

であったが，女王が乗船した，ノルウェーからスコットランドに向かう船が大時化に遭い，

女王は極度の船酔いのために，オークニ諸島付近で一度もスコットランドの地を踏むことな

く他界してしまった。

その女王の死後（1290年) ，スコットランド王国では，王位継承の争いが起こった。13人

の王位継承者がいた。その中で，アサル家に繫がる３人が最有力であった。それはウィリア

ム１世の弟ハンティングダン伯デイヴィッドに繫がる３人であった。ハンティングダン伯デ

イヴィッド の長女マーガレットの娘デヴォグイラとジョン・ベイリャルの間に生まれた同名

のジョン・ベイリャル ，ハンティングダン伯デイヴィッドの次女イザベルとロバート・ドウ・

ブルース の長男で同名のロバート・ドウ・ブルース，そしてハンティングダン伯デイヴィッ

ドの４女エイダとヘンリー・ドゥ・ヘイスティングズ の孫ジョン・ヘイスティングズの３人

がアサル王家の王位継承において優位な立場にあった。マーガレット女王の死後，スコット

ランドでは２年間国王の不在が続いた。

スコットランドの王位継承に介入し強い影響力を持っていたエドワード１世 は，マーガレッ

ト女王の伯父に当たり，「スコットランド王国の宗主権者」であった。1291年，エドワード１

世とその王の評議会は，ノーラムでスコットランドの摂政団と会談を持ち，宗主権に基づい

王国を統治することを決めた。また２人の間に嗣子がなく，マーガレットが他界し，エドワードが再婚し

て生まれた嗣子にエドワードの権利としてのスコットランド王の継承権が与えられることになる。

マーガレット王妃の死は，1034年のダンカン１世から12代，156年間続いたアサル王家の終焉を意味して

いた。それから80年の間，スコットランドは，イングランド王の統制下に置かれることになる。

ハンティングダン伯ディヴィッドは，チェスター伯ヒューの娘マティルダ（あるいはモード）と結婚し，

３男４女をもうけたが，男子は早世したが，４女の内３人の子孫がマーガレット王女の死後，王位継承者

として繫がっていた。３人の中では，ジョン・ベイリャルが長女の娘デヴォグイラとジョン・ベイリャル

の間に生まれた同名のジョン・ベイリャルが最有力であった。

ベイリャル家は，フランス北部のピルカルディーのバュル・アン・ヴィムーに起源をもつが，イングラン

ド北部の諸侯階層に属しており，ノーサンバーランドのバイウェル・オン・タインとダラムのバーナード・

カースルを権力基盤とした。

ブルース家は，フランスのノルマンディーのコータンタン地方に住んでいたが，デイヴィッド１世によっ

て，南のアナンディルに所領が与えられた。

ヘイスティングズ家は，代々，サフォークのベリー・セント・エドマンド修道院の執事職にあった。ジョ

ン・ヘイスティングズの王位継承権には興味を持っていなかった。

イングランド王エドワード１世は，ヘンリー３世の長男であり，アレグザンダー３世の王妃マーガレット

の兄であったので，アレグザンダー３世と王妃マーガレットの間に生まれたマーガレット（後に女王とな

る）の伯父に当たっていた。また彼はウェイルズを平定し，それをイングランドに合併し，意気盛んであっ

たが，フランスとの関係は不安定であった。そのために隣国スコットランドとの関係には神経質であった。

スコットランドを支配下に置き，フランスを威圧することを目論んでいた。
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て王の継承者を裁定するためにきたと述べ，スコットランド王位継承問題に関してイングラ

ンド議会が裁決を下すことを承認した 。エドワード１世は，スコットランド王をジョン・ベ

イリャルにすることを発表し ，その宗主権に基づいて，スコットランドに新しい国王を与え，

イングランドに忠誠を誓うことによって，スコットランドに平和を与えようとした。２年間

の国王不在からスコットランドは解放されたが，その一方でイングランドの支配に組み入れ

られることとなった。実際には，このエドワード１世のいずれの思惑も，次項で見るように，

失敗するが，1292年にジョン・ベイリャルは，伝統に則って「運命の石」で戴冠した，最後

のスコットランド王であった。

第５項 エドワード１世の傀儡ジョン・ベイリャル王の反乱

エドワード１世は，スコットランドもイングランド王国の人的資源の一部と考え，1294年

に国外遠征に備えてポーツマスに集合するように，スコットランド王とその26人のスコット

ランド諸侯に命じ，イングランド宮廷で勤務するように命じたが，スコットランド人はその

命に反発して，ジョン・ベイリャル王は，フランスと同盟関係を結び，イングランドへの臣

従を拒否した。エドワード１世の傲慢不遜な扱いに耐えられなくなかったジョン・ベイリャ

ル王は，司教４人，伯爵４人，男爵４人の12からなる議会（12名の諮問委員会）を開き，フ

ランスの端麗王フィリプ４世 (在位1285年-1314年）との間で正式の同盟（「古い同盟」と

言われるが，フランスとの間での初めての同盟であった）に調印した（1295年10月）。フラ

ンスとの同盟関係を強化する戦略を採用した。

エドワード１世は，この戦略的な行動に怒りを抑えきれず，1296年，北部イングランドに

侵攻し，スコットランド辺境に軍を進め，その辺境貴族を臣従 させ，ジョン・ベイリャル軍

を徹底的に打ち破った 。ジョン・ベイリャルは王冠を捨て，降伏した 。エドワード１世は，

この議会には，王位継承者，ジョン・ベイリャル，ロバート・ブルース，ジョン・ヘイスティングによっ

て指名された80名の査定官が加えられていた。ジョン・ベイリャルを支持する裁決が下された。彼の継承

権の正当性を対抗者ロバート・ブルースの指名した査定官の大多数も認めた。

有力な王位継承者が３人いた中でジョン・ベイリャルが王に選任されたのは，継承順位が最優位であった

からだけではなく，エドワード１世が御し易い人物と見たからでもあった。1291年にトウィード川に臨む

ノーラムに出向き，エドワード１世は有力領主を前にジョン・ベイリャルを王にすることを同意するよう

に圧力をかけた（ 喝した）。実際，ジョン・ベイリャル王はイングランド王エドワード１世の傀儡であった。

端麗王フィリップス４世は，聖職者に代えて法曹界を官僚に据えるなどの官僚制度の強化に努力し，中央

集権化に進めた。1302年に聖職者・貴族・市民からなる「３部会」と呼ばれる議会を創設した。また，教

皇至上主義を唱える教皇ボニファティウス８世と激しく対立した。教皇を捕縛し，教皇庁をアヴィニヨン

に移し，フランスの傀儡とした。所謂，「アヴィニヨンの捕囚」（1308年）である。

この中には，ジョン・ベイリャルのライバルであったロバート・ドゥ・ブルースも含まれていた。

1296年にエドワード１世は，スコットランドの辺境地帯に軍を出し，辺境の領主や貴族を味方に付け，繁

栄の町ベリクを襲い，略奪，殺戮を重ね，東岸のダンバーでジョン・ベイリャル軍を壊滅させた。
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エディンバラ，スターリング，パース，そしてエルギンまで軍を進め，スコットランド軍を

威圧し，「運命の石」を奪い，それをウェストミンスター・アベーの戴冠椅子にはめ込み ，

イングランドとスコットランド両国の王になったことを内外に示した。誓約書ラグマンズ・

ロールによって，エドワード１世は，スコットランド王がイングランド王であることを貴族

と地主に認めさせた。スコットランド議会は，スターリングにおいて開かれた議会において

ジョン・ベイリャルを廃位し，その支配権は12名諮問委員会に与えられた。スコットランド

は，イングランドの支配下（占領下）に入り，ジョン・ベイリャル王廃位後，国王代理のジョ

ン・ドゥ・ワーレン（ジョン・ベイリャルの妃イサベル・ドゥ・ワーレンの父）総督の下あ

り，10年間（1296年から1306年まで）の王不在の時代が続いた。

スコットランドがイングランドの支配から逃れるためには，スコットランド王権の回復が

その一つの方途であった。その10年間，スコットランドは，その王権の回復を目指し，イン

グランド王との戦いに入った。

第６項 サー・ウィリアム・ウォリスの抵抗運動とロバート１世の独立戦争

その国王不在の10年間，スコットランドではイングランド王権に対抗するためにスコット

ランド王の復古運動を繰り広げられた。その復古運動は，イングランド王に対する抵抗運動

として起こり，イングランド王に対抗するスコットランド王権の復活を目指した抵抗運動の

指導者は，愛国者サー・ウィリアム・ウォリス であった。

サー・ウィリアム・ウォリスのスコットランド抵抗運動（解放運動に繫がるが）は，スコッ

トランドからのイングランド軍の退却であった。彼の旗下の部隊は，1297年，フォース川に

架かるスターリング・ブリッジの戦いでサリー伯ジョン・ウォレンヌと財務府長官ヒュー・

クレッシンガムに率いられたイングランド軍を打ち破った。しかし，翌年1298年には，スター

リングの南のフォールカークの戦いで，ウォリスはエドワード１世旗下のイングランド軍に

ジョン・ベイリャル王は，ロンドン塔に３年間幽閉された。その後，釈放されフランスのノルマンディー

のガイヤール城で余生を送り，16年後の1315年に他界した。ジョン・ベイリャル王の妃は，イサベル・ドゥ・

ワーレンであり，イサベルの母アリス（サリー伯ジョンとイングランド王ジョンの王妃イザベル・オブ・

アングレームの間に生まれる）はイングランド王ヘンリー３世の義妹であった。従って，イサベル・ドゥ・

ワーレンはエドワード１世とは従姉妹であった。

このことは，スコットランド人がイングランド人の支配下にあることを意味した。

ウォリスが抵抗運動にのめり込んでいく直接の切っ掛けは，ウォリスがイングランド駐留軍のラナク長官

サー・ウィリアム・ヘゼリングを殺害したことであった。そのラナクの長官が，ある騎士の妻（名前は不

詳）を処刑したことに，ウォリスが怒って，その長官を殺害した。そのために彼は，無法者として全国に

指名手配された。その女性とは，ウォリスをイングランド軍兵士とのいざこざから救った女性であった。

彼女は，ウォリスを逃がしたとして捕らえられ，処刑された。この無法な取り扱いにウォリスは怒り，そ

の長官を殺害した。このことによって，ウォリスは抵抗運動のリーダーに祭り上げられた。
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大敗し，その後，７年間，ウォリスはゲリラ戦で戦うが，1305年，グラスゴー近くでイング

ランド軍に捕らえられ，ロンドンに送られた。政庁のウェストミンスター・ホールで裁判さ

れ，八つ裂きの極刑に処され，その首はロンドン・ブリッジに，八つ裂きにされた体はニュー

カースル，ベリク，スターリング，パースなどで見せしめに晒された。

次の復古運動が，イングランド王からの独立戦争であった。10年間，スコットランドはイ

ングランドに臣従するのみならず，イングランドにその領土が占領されていた。イングラン

ドからの独立は，イングランド王への臣従からの解放であり，イングランド軍のスコットラ

ンド領土内からの排除を意味していた。

スコットランド王権を復古させた人物は，ロバート・ドゥ・ブルース であった。彼は，ベ

イリャル家・カミン家連合とその支持者たちに対する戦いにおいて優位な立場を固めるため

に，最初は，ベイリャル家とカミュ家に対抗し，エドワード１世側に付いて争っていた 。そ

して，彼は，1306年２月にジョン・カミュ をダンフリースにあるフランシスコ修道会のグ

レイフライアーズ教会にて殺害した。そのためにキリスト教社会から追放されたが，ブルー

スは，ベイリャル家とカミン家とその支持者達に対する戦いにおいて立場を優位にした。こ

の殺害を境にブルースとベイリャルとカミュの両家との役割が逆転した。ジョン・カミュの

復讐を果たすためにベイリャルとカミュの両家はイングランド側についていた。

ロバート・ブルースは，1306年の３月25日あるいは27日，棕櫚の主日にスコーンで戴冠

式を自作自演し，スコットランド王ロバート１世を名乗った。しかし，彼には治める領土が

なく，どこを治める王であったのかという疑問は残る。スターリングからベリクに至るロー

ジアン地方の大きな要塞はエドワード１世の手中にあり，主導権はエドワード１世に握られ

ていた。その戴冠を知ったエドワード１世は，ペンブルク伯エイマー・ドゥ・ヴァランス指揮

下の軍を送り，パースに近いメスヴァンパークでロバート軍に大打撃を与え，ロバート１世

を討つことを必死に計画したが，彼は，西部のビュート島，ヘブリディーズ諸島，キンタイ

彼は，救国，独立の英雄としてスコットランド紙幣に描かれている国王である。彼は，スコットランド王

ウィリアム１世の弟ハンティングダン伯デイヴィッドの玄孫に当たる。ロバート・ブルースの祖父も同名

のロバート・ブルースであり，1291から1292年にかけてスコットランド王位を争った王位競合者の一人で

あったが，王位継承者はジョン・ベイリャルになった（1296年に廃位された）。ロバート・ブルースは，マー

伯ドナルドの娘イサベラと結婚し，その娘マジョリーと８代ステュアートとの間に生まれたロバートがス

テュアート家の開祖になる。ロバート・ブルースは，1329年６月７日，西部ダムバートンの西北ローモン

ド湖の南，クライド川に臨むカードウロスでその生涯を閉じる。ダンファームリンの僧院に埋葬される。

ロバート・ブルースは，エドワード１世に臣従していたが，ウィリアム・ウォリスが1298年にフォールカー

クの戦いで敗れたときには，ジョン・カミンと共闘してイングランドの抵抗者に変身した。しかし，1302

年からは，再びエドワード１世に臣従して，イングランド軍に加わって戦った。1305年にウィリアム・ウォ

リスの処刑後，彼はイングランド抵抗のリーダーとして活躍する。

ジョン・ベイリャルの甥であり，ロバート・ブルースと同様に国王の座を狙っていた。
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ヤ半島，北のオークニ諸島と逃げに逃げて生き延びた。彼の妻や共の女たちは捕らえられた。

1307年，ロバート１世旗下のスコットランド軍は，各地のゲリラ戦で勝利し，スコットラ

ンド南部西岸よりのグレントゥルール，グラスゴー近郊のラウダン・ヒルでイングランド軍

を徹底的に打ち破った。出陣したエドワード１世は，カーライルからスコットランドに向か

うソルウェー湾の南岸で赤痢に倒れ，1307年７月７日に68歳で死亡した。彼の後継者である

エドワード２世 は，政治を寵臣ピアーズ・ギャヴスタンに任せ，スコットランド軍への対応

を地元総領事に任せきりであった。1312年に彼の寵臣ギャヴスタンが疑わしい権威によって

殺害されたことにより，エドワード２世と伯爵たちの間に決して消えることのない敵意が生

じ，エドワード２世の宮廷内は２派に分裂していた 。

この分裂に乗じてロバート１世は，北イングランドに侵攻した。一時的休戦のためにノー

サンバーランド，カンバーランド，およびウエストモーランドの人々は，少なくとも，10年

間で２万ポンドをスコットランド王ロバート１世に支払った 。イングランド北部ではスコッ

トランドは臣従するものではなく，脅威の対象になった。スコットランドによる北イングラ

ンド襲撃は，イングランド王エドワード２世の支配権を弱体化させた 。ロバート１世側は，

パース，ダンディー，ダムフリース，ロクスバラ，エディンバラを解放し，1314年にバノッ

クバーンの戦いで勝利し，スターリングとベリクにあったイングランド基地の軍を除いて，

スコットランドから全イングランド軍を追放した。スコットランドは，1318年に，最後のイ

ングランド軍基地ベリクを奪回し，完全な独立を勝ち取った 。

1301年にプリンス・オブ・ウェイルズの称号が与えられた最初の人物である。今日においても，この称号

はイングランド皇太子に与えられる。フランスの端麗王フィリプ４世の娘イザベラと結婚し，1308年２月

25日，エドワード２世とイザベラは戴冠した。エドワードは，「王国共同体が選ぶ正当な法と慣習を守り，

維持する」と宣誓した。後に，王冠・王権という制度と王個人の人格とは別個の存在という理念の確立に

繫がった。エドワード２世は，1326年王妃イザベラと彼女の寵臣ロジャー・ドゥ・モーティマーとの争い

敗れ，宮廷人ディスペンサー父子と共々捕らえられた。1327年に，パーラメントによって王位が廃位され

た。その罪状は，王の救いがたい無能さ，国の教会と貴顕者に多大な害をなしたこと，スコットランドを

失ったこと等であった。王との臣従を放棄することによってエドワード２世は王位から降ろされた。私人

としてバークリー城に監禁され，1327年９月に殺害された。

1311年にパーラメントに出された改革条例では，国王は，諸侯の同意なしに中央および地方の統治行政に

係わる役職を授与してはならない，同意なしに王の土地を授与してはならない，王は国を出るべきではな

い，戦争をするべきではない，など諸侯（貴族）の力が強かった。

ダラムとノーサンバーランドの人々は2,000ポンド支払い，またカンバーランドやウエストモーランドの

人々はそれよりも少額であったが，その差額分については人質を差し出した。

さらに，スコットランド軍は，南下し，ヨークシャーを襲撃し，ノーサラトンとバラブリッジを焼き尽く

した。1319年に諸聖人の旗の下で，「旗の戦い」がスコットランド軍と戦われたが，敗北した。イングラン

ド人の誇りが大きく傷ついた。

1322年にローマ法王ヨハネス22世は，ロバート１世の破門を解き，彼をスコットランド王として認証し

た。
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1328年にヨークで開かれたパーラメントにおいて協定が結ばれ，ロバート・ブルースは，

スコットランド王国の世襲権を手に入れること，スコットランドは，イングランド王に対し

ていかなる臣従礼を行う必要の無い独立国になること，またロバート・ブルースの息子デイ

ヴィッド（後のデイヴィッド２世）をエドワード２世の娘ジョアンと結婚させることを和約

した。この協定によってスコットランドの独立が承認されたことになった。

第７項 独立後のスコットランド王国：エドワード３世の直接統治宣言と

愚王デイヴィッド２世

ロバート１世の後継者は愚王デイヴィッド２世 であった。５歳で王位に就いた彼の摂政は

マリ伯トマス・ダンダルフであった。すでに，彼の父ロバート１世の治下でスコットランド

は独立を達成していたが，その独立は，イングランドの愚王エドワード２世の失政に多くを

依存していた。実際，スコットランド王権は，イングランド王エドワード３世の脅威に晒さ

れていた。フランスの端麗王フィリプ４世の娘イサベラがエドワード３世の王母であったの

で，フランス王位 の継承権に強い関心をもっていた彼は，フランスがアキテーヌ領ガスコー

ニュ の没収を宣言し，ガスコーニュに進軍してきたことを機に，フランスに宣戦布告し，「百

年戦争」 (1337年-1450年ごろ）に突入した。百年戦争開始後，イングランドの宿敵はスコッ

デイヴィッドは，７歳の時，エドワード２世の娘ジョアンと結婚している。この仕掛け人は，エドワード

２世の王妃イザベル（フランスの端麗王フィリプ４世（在位1285年-1314年）の娘）と寵臣ロジャー・ドゥ・

モーティマーであった。スコットランドとの和解を目論んだ政略結婚であった。

エドワード３世の母であるエドワード２世の王妃イザベルは，フランスの端麗王フィリプ４世の娘であっ

たので，エドワード３世には王位継承権があった。その後，ルイ10世（在位1314-1316），ジャン１世（在

位1316），フィリプ５世（在位1316-1322），シャルル４世（在位1322-1328）とカペー王朝が続いた。フラ

ンス王フィリプ６世（在位1328年-1350年）は，それまでのカペー王朝に代わって，ヴァロア王家を開く

と，イングランド王エドワード３世とフランスのヴァロア王朝とは姻戚関係がなく，エドワードの王位継

承権はなくなった。イングランドとフランスとのいがみ合いは，さらにエスカレートした。

イングランド王は，ガスコーニュ公の地位にあったので，フランス王即位に際して臣従礼をしなければな

らなかった。

フランス王位継承の訴えがイングランド王エドワード３世によって1337年に初めて示された。エドワード

３世は，自分こそはフランス王であり，その権利は母イザベラから伝えられる，と述べた。しかし，この

要求は，国家目的と言うよりもエドワードの個人的な目的であった。

エドワード３世軍は，1346年に，ノルマンディーに上陸し，ポンティユー伯領クレシーの陸戦でフラン

ス軍に大勝した。イングランド軍は３部隊に分かれて戦った。皇太子ブラック・プリンスの異名をもつエ

ドワードは，ウォリック伯とオックスフォード伯と共に800人の騎兵，2,000人の弓兵，1,000人の歩兵か

らなる部隊を指揮した。残りの２部隊は，ノーサンプトン伯とアランデル伯の指揮下の部隊と王の指揮下

にある部隊であった。また皇太子ブラック・プリンス・エドワードは，ポワティエの戦い（1356年）で善

良王ジャン２世（在位1350年-1364年）を捕虜にする大勝をあげた。1360年にプレイリーで英仏の和議が

成立し，エドワード３世は，フランスの王位継承権を放棄する代わりに，アキテーヌ，カレー，ポーンティ

ア，ギズネなどの主権を獲得した。1375年にブルーズにおける休戦条約を機に，エドワード３世の英仏戦

争は終わった。

― ―46

スコットランド研究：その⑴（久保田義弘・内田 司・坪井主税)



トランドからフランスに変わった。対フランスとの戦争は，宿敵スコットランドとの紛争か

ら派生したものであった。

スコットランドと同盟を結んでいたフランスからの脅威を小さくするため，スコットラン

ドの力を押さえること，あるいは，スコットランドを味方にしておくことに関心を持ってい

たエドワード３世は，ロバート１世を継いだデイヴィッド２世 が戴冠式を行うと，フォース

湾の北側のファイフ地域一帯に屯していた貴族（ロバート１世に土地を没収された貴族 ）の

要請を受けて，1332年８月にスコットランドのファイフに上陸し，スコットランド軍を敗退

させた。ジョン・ベイリャルの長男エドワード・ベイリャルを王位に就けることを約束して

いたので，実際に，エドワード３世は，彼に協力したスコットランドの貴族と共にスクーン

に向かい，そこでエドワード・ベイリャルの戴冠式を挙行した。デイヴィッド２世は，1332

年３月３日に王座を追われ，退位した。このようにして，エドワード３世の後押しで国王に

なったエドワード・ベイリャルは，イングランド王エドワード３世に「臣従を誓い」，ベリク

の町ならびにその周辺をイングランドに提供し，スコットランのローランドの殆どの地域を

エドワード３世に割譲した。スコットランドの南部から中部にかけてイングランド軍が駐留

し，イングランドの商人と聖職者であふれてきた。エドワード・ベイリャルの政策に不満を

持つ貴族が彼に剣を向けた 。

スコットランドは，ロバート１世死後，再び戦争状態に入った。これは，ジョン・ベイリャ

ル派とブルース派の内戦であった。この内戦は，エドワード３世が直接統治を宣言する1356

年（あるいは1357年）まで続く。この内戦を第２次スコットランド独立戦争と見なすことも

できる。

王位を奪われたデイヴィッド２世は，王妃ジョアンと共に，フランスのフィリプ６世（在

位1328年-1350年）を頼って逃げ，７年間ノルマンディーのシャトー・ガイヤールで亡命生

活を送った 。1341年にデイヴィッド２世はスコットランドに帰国した 。デイヴィッド２世

デイヴィッド２世の王位継承は1329年であったが，その戴冠式は1331年11月であった。

イングランドでは，イザベラとモーティマーの失脚後，国外追放から帰国した有力者は，スコットランド

の諸領地への請求権を持ち，自分達の指導者をジョン・ベイリャルの息子エドワードに見いだしていた。

摂政マリ伯トマス・ダンダルフが急死し，その後を継いだ摂政マー伯ドナルド・マーは，ダップリン・ムー

ア（Dupplin Moor）の戦いで戦死した。スコットランド王軍は敗退した。

スコットランドには強固な城塞のネットワークが無いので，常備軍を駐留させる必要がった。しかし，高

額な費用が必要であった。たとえば。1333年５月から７月までの３ヵ月で２万5,000ポンドの軍事費が必

要であった。

たとえば，愛国者サー・アーチボルド・ダグラスは，エドワード・ベイリャルの弱腰に対して立ち上がり，

エドワード・ベイリャル軍をアナンの戦いで破り，エドワード・ベイリャルをイングランドに敗走させた。

しかし，すぐにエドワード３世軍がスコットランドに攻め入り，ベリクの町の北のハリダン・ヒルでダグ

ラス軍は敗北させられ，アーチボルド・ダグラスは戦死した（1333年）。

1333年から1356年の間，スコットランドには２人の国王がいたと考えられる。１人はデイヴィッド２世で
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がフランスで亡命生活をしている間，スコットランド国政を司っていたのは王の甥ロバート・

ステュワート（ステュワート家の開祖で，ロバート２世）であった。デイヴィッド２世の帰

国にロバート・ステュワートの働きも無視できない。彼は，イングランド駐留軍の駆逐に力

量を発揮し，西部のビュート島からイングランド守備隊を追い払い，南部東岸ダンバーの戦

いではマリ伯トマス・ランダルフの娘ダンバー伯夫人アグネスの活躍でダンバー城の防衛 に

成功した。翌年，フランスの援軍を得てパースを取り返し，1340年にフォース湾の北側から

イングランド軍を一掃した。イングランド軍を駆逐することに成功した1341年にデイヴィッ

ド２世が帰国したと考えられる。しかし，愚王デイヴィッド２世は，フランス王フィリプ６

世 の要請を受けて，３万の軍を携えて，1346年にイングランドに侵攻した。その結果は明

らかであったが，1346年に，ネヴィルズ・クロスの戦いにおいて完膚無きまで撃ち破られ，

デイヴィッド２世は，逮捕され，囚われの身となり，ロンドン塔に11年間軟禁された。

エドワード３世は，デイヴィッド２世と妹ジョアン王妃の間に嗣子が無かったので，王位

継承問題に関心を持ち，スコットランド内の反対を押し切り，エドワード・ベイリャルに2,000

ポンドの年金を与え，スコットランド王国の譲渡を受けた。エドワード３世は，1356年，ス

コットランド王国の直接統治を宣言した。しかし，戦禍で疲弊したスコットランドから得る

ものもなく，侵略する価値のない地域と見なした。彼のその思いを決定づけたのは，1356年，

ポワティエの戦いでブラック・プリンス (1330年生-1376年没）がフランス軍に大勝利した

ことであった。

エドワード３世は，フランス征服の夢の実現も不可能では無いと思い直し，フランス支配

の道が開けたと判断し，ベリクで10年の休戦条約を結び，10万マルクの身代金でデイヴィッ

ド２世を釈放した。この10万マルクの身代金は，スコットランドを財政的困難な状態にした

が，何とかこの難を凌げたのは，スコットランドを苦しめていたペストであった。イングラ

あり，他はエドワード・ベイリャルである。しかし，前者は，1334年から1341年までフランスに逃亡して

おり，後者は，1332年にイングランドに逃げたままであった。エドワード３世は，1356年に2,000ポンド

の年金をエドワード・ベイリャルに与え，スコットランド王国を引き受けた。ディヴィッド２世は，1346

年に，ネヴィルズ・クロスの戦いにおいて完膚無きまで撃ち破られ，囚われの身となり，ロンドン塔に軟

禁された。

デイヴィッド２世の帰国は，イングランドとの戦いを好転させることを狙ったフランス王フィリプ６世の

指示によるものであったのかもしれない。

1338年のことであった。

フィリプ６世は，クレシーでイングランドに大敗し，カレーも押さえられたので，デイヴィッド２世に北

からのイングランド侵攻を要請した。

エドワード３世とその王妃フィリッパの間には，８男５女の王子や王女があった。２男と６男と３女は死

亡した。ブラック・プリンス（エドワード黒太子）は長男，３男はクラーランス公クラーランス・オブ・

アントワープ，４男はランカスター公ジョン・オブ・ゴードン，５男はヨーク公エドマンド・オブ・ラン

グリーであった。
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ンドでも1348年，続いて1349年，1361年，1368年と４回のペスト に苦しめられ，人口の

激減 と労働力の減少に陥り，イングランド自身がスコットランドに攻め入る余裕が無かった

のである。またスコットランドは，財政難を切り抜けるために，ノーブル貨を鋳造している。

この硬貨の表面には，スコットランド王の紋章が刻印されていた。この鋳造をスコットラン

ド議会が決めたのは，スコットランドがデイヴィッド２世の身代金を支払うことを決めたベ

リク休戦条約が結ばれた翌年（1357年）であった。1349年以降，スコットランドにもペスト

が広がり，スコットランドの経済力は低下した。またデイヴィッド２世の保釈金を払うため

に，スコットランド議会は国民に増税を課した。

すでに述べたように，デイヴィッド２世は，７年間，ジョアン王妃と共にフランスのシャ

トー・ガイヤールで亡命生活を送り，1341年に帰国するが，その間，スコットランドでは国

王が不在であった。その後もスコットランド国王がイングランドに囚われの身となったが，

スコットランドでは王国制が保持された。スコットランドが王国制 を廃止することなく維持

できたのは，第一に，国王の亡命中や囚われの身の間，ロバート・ステュワートやマリ伯ト

マス・ランダルフやマー伯ドナルド・マーが摂政を努め，実質的な国政の舵取りを行ったこ

と，第二に，1337年にイングランドとフランスの間で百年戦争に入ったこと，第三に，1348

年，1349年，1361年，1368年の４回に亘ってイングランドでペスト が蔓延したために，イ

ングランドにはスコットランドに攻め入る余裕が無かったことである。このことによって，

ペストはいえネズミを介して伝染した。これは黒死病と呼ばれた。この源は，中央アジアのステップ地帯

であり，海を経由して地中海を通じ，ヨーロッパ北部を結んでいる航路に沿って広がった。イングランド

に最初に渡ってきたのは，ドーゼット州メリカム・リージスあるいはハンプシャー州サウスハンプトンあ

るいはグロスター州ブリストルであった，と言われている。1348年までにはイングランドの南部を経てロ

ンドンまでに達していた。黒死病の症状では，脇の下あるいは足の付け根にあらわれる腫れ物で，それは

膨れあがって腐肉のように悪臭を放し，最後には破裂する。３から５日で死に至る腺ペスト，あるいは，

肺に達し喀血を引きおこし，腺ペストよりも早く死ぬ肺ペストがあった。

正確なイングランドの人口についてのデータを得ることはできない。その数を探る方法は幾つかある。た

とえば，国王が人頭税を課すときの人口調査である。このデータから1330年代の人口は500万人であった

が，リチャード２世治世（14世紀末）の人口は200万人と推定されている。黒死病経験後に人口は半減し

たことになる。人口減少の要因は，黒死病のみではなく，結核や汗かき病などのペスト以外の伝染病で死

亡する人口の方が多かったと考えられている。

ロバート１世の後に王位はデイヴィッド２世に後継されたが，一方ではイングランド王エドワード３世が

エドワード・ベイリャル（在位1332年８月-1332年12月，1333年-1346年）をスコットランド国王として

認めていた。1333年から1356年までの間には，スコットランドには２人の国王が在位していたが，しかし，

その２人の国王は，その間の殆どの時間を外国（デイヴィッド２世はフランスとイングランド，エドワー

ド・ベイリャルはイングランド）で生活していた。２人の国王が不在の時には，マリ伯トマス・ランダル

フやマー伯ドナルド・マーがデイヴィッド２世の摂政を努め，1333年以降はロバート・ステュワート（後

にロバート２世になる）が摂政を務めた。

ペストは，イングランドの人口を激減させ，その激減は労働人口の減少と経済の破綻をもたらした。
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スコットランドには仮初めの平和が続いた。デイヴィッド２世は無為で怠惰な政治姿勢 を採っ

たにもかかわらず，スコットランドは王国制を保持した。

少女マーガレット女王がノルウェーからスコットランドに向かう船上で船酔いのために死

亡してから，ステュワート王家が開かれるまでの80年間は，スコットランド王国はイングラ

ンドの脅威に晒された中で，国政の舵取りをしなければならなかった。スコットランドの２

人の王デイヴィッド２世とエドワード・ベイリャル王が世継ぎを残さないまま他界した後，

デイヴィッド２世の摂政を務めたロバート・ステュワートが，1371年にスコットランド王ロ

バート２世 (在位1371年-1390年）として即位し，ステュワート王家 の王制が開始された。

また1377年にはエドワード３世も他界し，イングランドによる直接統治支配の恐怖も終了し

た。スコットランド人が，国家としてのアイデンティティを持ち始めたのは，その直接統治

後であったと推測される 。

第２節 スコットランド人の国民性と「運命の石」

第１項 スクーンの聖なる「運命の石」

この石は，アイルランドからスコットランドに持ち込まれ，王が戴冠するときに腰掛ける

石であった。ダル・リアダ王朝のケニス１世マクァルピン（在位839年-859年）のときに，

そのダル・リアダ王国とマケドニア地域の先住民であるピクト人のオールバ王国とを合併し，

ダル・リアダ＝オールバ連合王国が建国された。ダル・リアダ王国の宮廷をオウバンの北の

ダンスタフニッジからピクト人のオールバ（アルバ）王国の中心であったスクーンに移した。

都として選んだスクーンに「運命の石」 も移し，846年，ケニス１世は，それに腰掛けてダ

ル・リアダ＝オールバ王として戴冠し，その遷都によって，スコット人の勢力を拡大させる

基盤を創った。

ディヴィッド２世は，ネイヴィルズ・クロスの戦いでイングランドに囚われ，11年間捕虜の身であった。

しかし，1357年10月，ベリクでイングランド王エドワード３世は休戦条約を結び，10万マルクを10年間

で返済することを約束にデイヴィッド２世の保釈を決めた。

ロバート１世の娘マジョリーと８代ステュワートのウォルターとの間に生まれたのがロバート・ステュ

ワートであった。

この家名は，本来ステュワードという職名であった。宰相役兼財務長官の役目を果たしていた。歳入の責

任者で，戦争には国王と行動を共にする国王第１の側近であった。マルカム４世の時代からステュワート

姓を名乗った。

スチュワート王朝の政治と経済については別稿で示すが，その統治には，イングランド王とフランス王の

影が見え隠れする。

アイルランドにあってダル・リアダ王は戴冠の座として使用した。聖地で聖ヤコブの頭に載せたものをア

イルランドのダル・リアダに運んだ「聖なる石」との伝承あるものである。
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